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研究成果の概要（和文）：本課題では胎動自覚の正常範囲を調べ、地域の妊婦に胎動カウントを普及し周産期死
亡率減少に与える影響を調べることを目的とした。県内20施設の分娩を取り扱う産科診療所および病院にて正常
分娩に至った2337例の胎動カウントチャートを解析し、以下の2点を明らかにした。1. 34週以降に妊娠週数が進
むに連れて10回の胎動自覚に要する時間は緩やかに増加傾向を示すも、ほとんどが30分以内であったこと。2. 
胎動カウントの啓発を行った2015年以降の滋賀県の後期死産率および周産期死亡率は低下を続け2016年、2017年
とも全国平均を下回っていた。

研究成果の概要（英文）：We aimed to investigate the fetal movement frequency in late pregnancy and 
the effects of associated perinatal factors. Analyzing 2337 fetal movement charts of 20 obstetric 
facilities in our region, we found that the maternal perception time of fetal movements showed a 
gradually increasing trend within 30 min for 10 fetal movements by the modified ‘count to 10’ 
method.  We also showed the decrease of perinatal mortality rate in our prefecture after education 
of pregnant women and medical stuff. 
Informing pregnant women of the normal range of the fetal movement count time will help improve the 
maternal recognition of decreased fetal movements, which might prevent fetal death in late 
pregnancy.

研究分野：周産期社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題では妊婦が妊娠中に自覚する胎動の正常範囲を調べるとともに、地域の妊婦に胎動カウントを普及するこ
とで、周産期死亡率に与える影響を調べることを目的とした。妊婦が10回の胎動を自覚する時間は長くても30分
以内であることが明らかになった。さらに、本研究を開始した期間の地域の周産期死亡率が減少した。以上の結
果より、妊婦への胎動カウント啓発は周産期死亡減少につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の周産期死亡率は世界で最も低く、中でも後期死産率は年々減少傾向が続いている。しか 
し原因別にみた日本の後期死産の内訳では、30％もの死産例が原因不明として分類されており、 
応募者も滋賀県における調査で同様の結果を得た（1,2）。定期的な妊婦検診で異常を認めず、ロ
ーリスクと思われた妊婦にも、胎動が消失したことで臨時受診した際に子宮内胎児死亡が初め
て発見されるという例を経験することがある。このように死産の発生過程には不明な点が多く、
死産原因を解明することで、死産回避を目指すという手法には一定の限界が存在する。 
死産回避へむけた別の手法として、妊婦による胎動測定（胎動カウント）の有効性が報告され 
てきた（3）。しかし、現時点では胎動カウントを全妊婦に行うことが胎児死亡を減少させるの 
に有効であるとの十分なエビデンスがなく、この分野には大規模な prospective study が必要で
あった（4）。 
 応募者がこれまで 188 件の死産症例を詳細に調査した結果、妊婦が胎動減少または消失を自
覚したものが 66 件(35%)を占めており、その中で胎動減少または消失を主訴に 24 時間以内に
医療機関を受診したものは 16 件（24%）にすぎなかった（1）。つまり胎動減少や消失が医療機
関への緊急受診の必要性が妊婦には十分認識されていない現状が明らかになった。 
滋賀県の周産期死亡率（＝死産率+早期新生児死亡率）は全国平均よりも高く推移しており、そ
の改善が急務である。そこで応募者は、妊産婦に対し胎動カウントを普及・啓発することで、胎
動減少や消失を自覚した際の速やかな医療機関受診が促進され、回避できる死産症例があるの
ではないかとの仮説を検証すべきと考えた。 
 
<引用文献> 
1.越田 繁樹、 高橋 健太郎、滋賀県における後期死産症例の検討 日本周産期・新生児医学会雑 
誌 50(2) 763. 2014 
2.周産期委員会報告 日産婦誌 2012;64(6):1580-1598, 
3.Froen JF. A kick from within--fetal movement counting and the cancelled progress in 
antenatal care.J Perinat Med. 2004;32(1):13-24. 
4.Mangesi L, Hofmeyr GJ. Fetal movement counting for assessment of fetal wellbeing. 
Cochrane Database Syst Rev. 2007, 24;(1):CD004909. 
 
２．研究の目的 
本研究目的は胎動カウントの持つ胎児アセスメント機能における未解明な臨床的意義を明らか
にし、胎動カウント普及・啓発を新たな周産期死亡改善へむけた臨床的戦略の一つとして臨床応
用化することである。 
 
３．研究の方法 
1) 地域への胎動カウント啓発活動 
滋賀県内の分娩を取り扱う全ての病院・診療所・助産所の医師・助産師・看護師等の医療スタ 
ッフを対象とし、研究目的や意義を説明し胎動カウントチャートの記録方法を指導する。同時に
母体や胎児情報を含めた周産期情報を含めた、滋賀県版胎動カウントチャートを作成し、滋賀県
内の分娩を取り扱う全ての病院・診療所・助産所医療機関へ配布する。 
2）胎動カウントチャートの解析 
分娩後に妊婦へ配布した胎動カウントチャートを医療機関より回収し、妊婦が 10 回の胎動を自
覚するのに要する時間を解析した。 
3) 胎動カウント評価 
胎動カウントの普及・啓発が滋賀県の周産期死亡率へ与えた影響や胎動減少自覚後の妊婦の行
動変容を調べる。 
4) 倫理的配慮：本研究は滋賀医科大学倫理委員会の承認を得て行い（承認番号 25-211）、各調
査を行う際に対象者への負担に配慮した。また分析過程や発表の際には個人情報の保護につい
て注意して研究を実施した。 
 
４．研究成果 
1) 地域への胎動カウント啓発活動 
周産期関連の医療機関および県内各保健所に出向し、医師、看護師、保健師、助産師に対して、
胎動カウントの啓発を行い妊婦の胎動減少自覚後は速やかに医療機関を受診するように勧める
とともに、胎動カウント啓発ポスター配布および胎動カウントチャートの妊婦への配布を依頼
した。 
2) 胎動カウントチャートの解析 
県内 20 施設の分娩を取り扱う産科診療所および病院にて正常分娩に至った 2337 例の胎動カウ
ントチャートを解析した結果、以下のことを明らかにした。 
1.患者背景 
母体平均年齢は 31 才で 35才以上の高齢出産例は 564 例（24%）であった。早産（37週未満）は
29 例（1.2%）, 低出生体重児（2500g 未満）は 128 例（5.5%）、SGA 児は 138 例（5.9%）、初産は
1117 例（48%）であった。 



2.胎動自覚時間 
34 週以降に妊娠週数が進むに連れて 10 回の胎動自覚に要する時間は緩やかに増加傾向を示す
も、ほとんどが 30分以内であった（4-5 分：10パーセンタイル、9-12 分：中央値、18-29 分：
90 パーセンタイル）。10回の胎動自覚に 30 分以上を要した症例は 233 例（10.0%）で 30分以内
の症例 2104 例に比べて、初産、39週以上の妊娠週数、および出生体重 3000g 以上の症例の割合
が有意に多かった（初産:p=0.04,39週以上の妊娠週数:p=0.001, 出生体重3000g以上:p<0.001）。 
3) 周産期死亡率への影響 
胎動カウントの啓発を行った 2015 年以降の滋賀県の後期死産率および周産期死亡率は低下を続
け 2016 年、2017 年とも全国平均を下回っていた（後期死産率：滋賀/全国＝1.7/2.9;2016 年, 
2.4/2.8;2017 年、 周産期死亡率：滋賀/全国＝2.4/2.6;2016 年, 3.1/3.5;2017 年）。各種指標
が改善した要因の一つとして、胎動カウントの啓発により胎動減少を自覚した妊婦が早期に医
療機関を受診し子宮内胎児死亡を防げた可能性もあると考える。今後は子宮内胎児死亡に至っ
た症例の中で、胎動減少自覚後医療機関を受診するまでの時間を調べ、胎動異常自覚後早期に受
診した症例が増えたか評価を行う。 
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